
 
 

 
 

相手の考えを引き出す言葉は何かを考えて質問することができる。 
 

 

 

 

 ➀児童が対話的活動に取り組むための発問の工夫 
・ 相手の考えを詳しく知るための発問…「相手の考えを詳しく知るためには、どのように質

問したらよいですか。」 

・ まとめ、深めるための発問…「友達の質問の仕方で良かったところはありましたか。また 

どんな聞き方をしましたか。」               

・ 出し合うための発問…「友達と話して詳しくなったところを書きましょう。絵を描き足し

てもよいです。」「どんなときに、どんなことができるものなのか、みんなに伝えたいこと

に印をつけておきましょう。」 

 

 ②対話的活動を活発にするための工夫 
・ 「あったらいいな」と思える「世界に一つだけの自慢のひみつ道具」を考え、発表会をす 

るという見通しをもつ。 

・ 全体で考える→自分で考える→２人で話し合い→全体で共有→自分で考える 

・ 教師と共に考える→ヒントカードを活用し２人で考える 

 

 ③相手の話を引き出すための掲示物の工夫 
「道具を考えた理由」「道具の働き」「形や色、大きさ」などについての質問を児童の言

葉で書いたもの、また、聞き方のポイントとして、うなずき、相槌、表情、「わあ、そうだ

ね。 へえ、いいね 。」 などの言葉も掲示物に示すことで、どのような質問をすると相手の

道具の説明が詳しくなるのか、聞き手の意識を高めるための手だてにもなると考えた。 

 

 ④自分の考えを詳しくするための工夫 
   自分が最初に考えた絵や説明への質問をうけて、ひみつどうぐについて、より詳しく考え 

たことをメモできるワークシートにした。友達との話し合いを通して、自分の考えが詳しく

明確になっていくことが、視覚的にも実感できると考えた。  

 
 

研究主題に迫る手立て 

 

 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 

 

 

相手の話を引き出すために掲示物を工

夫したことにより、たくさんの質問が子ど

もたちの話し合いの中から出てきて、より

活発な対話となった。ペア活動にすること

で、子どもたちは「質問して答える」こと

を繰り返し、粘り強く質問をすることがで

きていた。 

 ペアで質問をしながら、メモをとるという

活動が難しい児童がいた。メモをとるタイミ

ングやICT機器で録音するなどの活用も視野

に入れ、より対話に集中できる展開にする工

夫が必要であった。また、日々の授業の中で

相槌のポイントを日常的に取り入れ、子ども

たちが自然に使えるようにしていくことが大

切である。 

自分が作成したカードを実際に相手に見せながら説明

し、話すことで、聞き手が質問したいことや気になるとこ

ろを想像しながら聞くことができるので、より道具につい

ての発想を広げることができた。また、絵を見ることで、

考えていた質問よりさらにたくさんの質問が出て、話し合

いがより活発になった。そして、自分の考えを明確にする

ことができた。 

ペア活動で対話をすることが有効的でスムーズに質

問できている児童が多かったが、人と話すこと、会話が

苦手な児童もおり、ペアリングにさらなる配慮が必要

であった。また、発問は、1 つずつ確認しながら行い進

める方が、今の発達段階の子どもたちにとっては、次に

何をするのか把握し、スムーズに活動に移ることがで

きたと思われる。 

 

 


